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教
育
目
標

「ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
る
子
ど
も
の
育
成
～
え
が
お
・げ
ん
き
・い
の
ち
輝
く
東
っ
子
」

く
ま
も
と
家
庭
教
育
十
か
条

第
九
条

（
地
域
全
体
で
の
子
育
て

）こ
の
子
も
あ
の
子
も

地
域
で
子
育
て

み
ん
な
の
宝

東
小
だ
よ
り
如月号

文責校長
田﨑正明

天
草
未
来
大
橋
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験

二
月
二
五
日
に
開
通
す
る
「
天
草
未
来
大
橋
」を
歩
い
て
渡
る

体
験
活
動
に
三
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
天
草
未
来
大
橋
は
、

三
代
目
と
な
る
現
在
の
天
草
瀬
戸
大
橋
の
開
通
以
来
、
約
四
八

年
ぶ
り
に
天
草
上
島
、
下
島
を
つ
な
ぐ
新
た
な
橋
と
し
て
完
成

し
ま
す
。
小
雨
の
中
で
し
た
が
、
ぴ
か
ぴ
か
の
新
橋
を
歩
き
、
一

番
高
い
と
こ
ろ
ま
で
進
み
ま
し
た
。
全
長
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
熊

本
県
が
管
理
す
る
橋
の
中
で
は
県
内
一
の
長
さ
に
な
る
そ
う
で

す
。
ち
な
み
に
二
番
は
牛
深
ハ
イ
ヤ
大
橋
だ
そ
う
で
す
。
発
見
、

感
動
、
喜
び
い
っぱ
い
の
見
学
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ

東
小
へ

四
月
に
入
学
す
る
新
一
年
生
の
子
供
た
ち

が
東
小
の
学
校
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。
来

年
度
は
十
一
人
の
子
供
た
ち
が
東
っ
子
の
仲

間
入
り
の
予
定
で
す
。
元
気
な
返
事
と
自
己

紹
介
ま
で
き
ち
ん
と
で
き
た
子
供
た
ち
で
し

た
。
学
校
探
険
で
は
一
年
生
が
手
を
繋
い
で

校
内
探
険
に
出
か
け
ま
し
た
。
お
世
話
し
て

く
れ
た
一
年
生
の
姿
が
と
て
も
逞
し
く
、
大

き
く
感
じ
ま
し
た
。
東
っ
子
全
員
で
入
学
を

待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

お絵描きを教える一年生

教室で歓迎のセレモニー

橋の天辺で記念撮影

卒
業
・修
了
に
向
か
って

梅
の
花
が
美
し
く
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
二
月
も

終
わ
り
に
近
づ
き
ま
し
た
。
本
年
度
も
ひ
と
月
を

残
す
の
み
と
な
り
ま
す
。
時
の
流
れ
は
早
い
も
の
で

す
。
学
校
で
は
、
卒
業
の
足
音
も
聞
こ
え
始
め
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
一
か
月
間
、
一
丸
と
な
っ
て
「
卒
業
・

修
了
」
に
向
か
い
ま
す
。
六
年
生
が
胸
を
は
り
東
っ

子
と
し
て
の
誇
り
を
も
っ
て
卒
業
で
き
る
よ
う
に
、

他
の
学
年
も
自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
る
よ
う
に

と
、
よ
り
一
層
力
を
込
め
て
教
育
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
子
供
た
ち
と
手
を
携
え
、
必
要
な
こ
と

大
切
な
こ
と
、
善
い
こ
と
、
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に

知
恵
を
出
し
合
って
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
な
お
、
卒
業
式
は
三
月
二
十
四
日
〔
金
〕
に

挙
式
す
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。
先
日
は
、
中

学
入
学
を
控
え
た
六
年
生
が
東
中
に
体
験
入
学
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
校
長
先
生
の
お
話
を
ス
タ
ー
ト

に
、
情
報
モ
ラ
ル
講
話
、
英
語
の
授
業
を
体
験
し
た

東
っ
子
た
ち
で
し
た
。
最
後
は
中
学
校
生
活
に
つ
い

て
東
中
の
先
輩
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
活
動

を
通
し
て
、
緊
張
の
中
に
も
、
四
月
か
ら
の
新
生
活

へ
の
希
望
が
膨
ら
ん
だ
時
間
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

計
画
い
た
だ
い
た
東
中
学
校
に
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。

英語の授業を受ける６年生

３月の予定の主な予定（状況によっては変更の場合があります）
１日（水）集団下校
３日（金）お別れ遠足
５日（日）東中学校卒業式

１４日（火）委員会活動
１７日（金）卒業式予行
２１日（火）春分の日

２３日（木）修了式
２４日（金）卒業証書授与式
２８日（火）退任式

薬
物
乱
用
防
止
教
室

牛
深
警
察
署
の
ご
協
力
で
、
六
年
生
が
薬

物
乱
用
防
止
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
喫
煙
の

害
か
ら
始
ま
り
、
薬
物
使
用
の
誘
い
の
断
ち

方
ま
で
、
多
く
の
事
を
学
ん
だ
東
っ子
で
し
た
。

正
し
い
判
断
を
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
正
し
い

知
識
を
得
る
こ
と
が
大
切
だ
と
再
認
識
し
た

時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
を
取
り

巻
く
社
会
は
誘
惑
、
欺
瞞
と
い
った
負
の
側
面

の
存
在
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、

そ
の
負
に
打
ち
勝
ち
、
善
き
自
分
を
保
つ
力

を
子
供
た
ち
一

あ と が きテレビ番組でのインタビュー場面でした。内容は「『鳶（とんび）が鷹（たか）を生
む』という諺についてどう思うか」という問いを現役の東大生に聞くという内容でした。その時は、なが
ら視聴だったのですが、その東大生がインタビューに応じて返答している態度、そして、その内容に
感嘆したことを覚えています。下記は、返答内容を文章に起こしたものです。東大生の考え方と、そ
の結論には両親への感謝と尊敬の念が込められていることが感じ取れました。子を産み育てるとい
うことは尊く、親だけができる選択と大きな責任が伴うのだと感じた時間でもありました。

書く時の姿勢や鉛筆の正しい持ち方を行うこと
は、読みやすく、整った文字を効率よく書くために
必要なことです。
○正しい姿勢とは
正しい姿勢のためには、背筋を伸ばした状

態で体を安定させたり、書く位置と目の距離を適
度にとったり、鉛筆を持ったときに筆先が見えるよう
にすることが重要です。
○正しい持ち方とは
正しい持ち方にするためには、人差し指と親指
と中指の位置、手首の状態や鉛筆の軸の角度
などを適切にすることが重要です。
※「姿勢」と「持ち方」は関係しています。持ち方
が崩れると、姿勢が崩れます。書く姿勢だけに気
をつけるのではなく、鉛筆の持ち方を正しくし、正し
い姿勢で書くように注意することが重要です。

なぜ、鉛筆を正しく持って文字を
書かなければならないのか

人
一
人
に
身
に

付
け
た
い
と
い

う
願
い
を
も
っ

て
日
々
の
教
育

指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

教えるときに（指導のポイント）

鉛筆を握りしめる① 鉛筆を握りしめる② 親指が飛び出す 人さし指がどんがる

軸が第２～第３
関節につく


